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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
性同一性障害(GenderidentityDisorder)とは生物学的性と性の自己意識が一致しない
状態である.生物学的性に持続的な違和感を持ち,自己意識に一致する性を求める.性同一
性障害(GID)では身体の特徴を求める性に近づけるホルモン療法が行われる.心は女性,身
体は男性である症例では,エス トロゲンのみ,または,エス トロゲンとプロゲスチンなど
が種々の経路で投与される.本研究の目的は,ホルモン治療を受けている症例の血管障害
を評価することである.
156名のMTF症例を対象とした.そのうち,ホルモン療法を受けてない27名,エス トロ
ゲンのみ,またはエス トロゲンとプロゲスチン併用症例 129名であった.非経口エストロ
ゲン治療群の年齢はホルモン未治療群より有意に高かった.マルチ トノメトリセンサーの
付いた容積脈波計を用いて動脈硬化度を評価した.
-マ トクリット,尿酸,APTTはホルモン治療群ではホルモン未治療群より有意に低値で
あった.HDLコレステロールは経口エス トロゲン群ではホルモン未治療群,非経口エストロ
ゲンのみ,およびェス トロゲンとプロゲスチン併用群に比較して有意に高値であった.収
縮期血圧はエス トロゲンのみ群ではホルモン未治療群より有意に低値であった.血管障害
の各種の指標を見るとbaPWV値はエス トロゲン治療群ではホルモン未治療群,エス トロゲ
ンとプロゲスチン併用群に比べて有意に低値であった.cAI値は経口エス トロゲン群では非
経口エス トロゲン群,または経口エス トロゲンとプロゲスチン併用群に比べて有意に低値
であった.
エス トロゲン治療は,脂質代乱 血管機能に有益な効果がある.しかし,プロゲスチン
併用によりエス トロゲンの血管保護作用を相殺する可能性が示唆された.
論 文 事 査 結 果 の 要 旨
性同一性障害に苦しむ患者に対してホルモン療法が施行されるが､それが動脈に及ぼ
す影響を検討したのが本研究であるoMaletofemale(MTF)症例に対してエストロゲンを投
与すると､対照群に比べて尿酸の低下､LDL-Cの低下とHDL･Cの増加を認め､血管スティ
フネスの指標であるbrachia1-anklepulsewavevelocity(baPWV)は有意に低値となり､エス
トロゲンの血管保護効果が示唆されたoそれに対し､プロゲスチンを併用した群はこのよう
なェストロゲンの血管保護効果が消失した｡MTF症例に対し長期にわたって施行されるホ
ルモン療法の動脈に対する影響を検討した価値のある研究であり､プロゲスチンの併用に
対して血管保護の立場から問題点を指摘した意義は大きいと認める0
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
